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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを搬送するシート搬送機構と、
　前記シート搬送機構によって搬送方向に搬送されるシートに画像を印刷するために、イ
ンクを吐出する印刷機構と、
　印刷ジョブに基づいて前記印刷機構及びシート搬送機構を制御するコントローラと、を
備え、
　前記シート搬送機構は、
　前記印刷機構の前記シートの搬送方向下流側に位置する第１ローラ機構を備え、
　前記第１ローラ機構に前記搬送方向に搬送され、且つ、前記印刷機構によって画像が印
刷されているシートが通過する第１搬送路と、第１ローラ機構に逆搬送方向に搬送された
シートが通過することで当該シートの表裏が反転され、且つ、反転されたシートを前記第
１搬送路に戻すための第２搬送路と、が形成されており、
　前記第２搬送路の途中に配置された第２ローラ機構をさらに備え、
　前記コントローラは、
　前記第１搬送路内を前記搬送方向に沿って搬送される前記シートの第１面に、前記印刷
機構によって前記印刷ジョブに基づいて画像を印刷する第１面印刷処理と、
　前記第１面印刷処理後に、前記第１ローラ機構により前記逆搬送方向に搬送される前記
シートを前記第２搬送路を介して前記第１搬送路へ戻すスイッチバック処理と、
　前記第１搬送路内に戻され前記搬送方向に沿って搬送される前記シートの第２面に、前
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記印刷機構によって画像を印刷する第２面印刷処理と、
　前記シートにおける前記逆搬送方向の先端を含む先端部に前記第１面印刷処理中に吐出
されたインク量が、第１閾値以上であるか否かを判定する第１インク量判定処理と、
　前記第１インク量判定処理により、前記先端部のインク量が前記第１閾値未満と判定し
た場合には、前記第１閾値以上と判定した場合よりも、前記スイッチバック処理時の前記
第１ローラ機構の回転速度を大きく設定するスイッチバック設定処理と、を実行し、
　前記スイッチバック設定処理において、
　前記先端部のインク量を前記第１閾値以上と判定した場合には、前記シートの先端部が
前記第２ローラ機構に至るまでに、前記第１ローラ機構の回転速度を減速するように設定
する、印刷装置。
【請求項２】
　前記コントローラは、前記スイッチバック設定処理において、
　前記先端部のインク量を前記第１閾値以上と判定した場合には、前記シートの先端部が
前記第２ローラ機構に至るまでの方が、前記シートの先端部が前記第２ローラ機構に至っ
た後よりも、前記第１ローラ機構の回転速度を大きくするように設定する、請求項１に記
載の印刷装置。
【請求項３】
　前記第２搬送路は、前記逆搬送方向における上流側に位置する直線状経路と、前記直線
状経路よりも前記逆搬送方向における下流側に位置する湾曲経路と、を備え、
　前記第２ローラ機構は、前記直線状経路内のシートを前記湾曲経路に搬送し、
　前記コントローラは、
　前記シートの先端部よりも前記逆搬送方向における下流側に位置する中間部に前記第１
面印刷処理中に吐出されたインク量が、第２閾値以上であるか否かを判定する第２インク
量判定処理をさらに実行し、
　前記スイッチバック設定処理において、
　前記第２インク量判定処理により、前記中間部のインク量が前記第２閾値以上と判定し
た場合には、前記シートの先端部が前記湾曲経路に至るまでに、前記第２ローラ機構の回
転速度を減速するように設定する、請求項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記コントローラは、前記スイッチバック設定処理において、
　前記第２インク量判定処理により、前記中間部のインク量が前記第２閾値以上と判定し
た場合には、前記シートの先端部が前記湾曲経路に至るまでの方が、前記湾曲経路に至っ
た後よりも、前記第２ローラ機構の回転速度を大きくするように設定する、請求項３に記
載の印刷装置。
【請求項５】
　前記コントローラは、前記スイッチバック設定処理において、
　前記第１インク量判定処理により、前記先端部のインク量が前記第１閾値未満と判定し
、且つ、前記第２インク量判定処理により、前記中間部のインク量が前記第２閾値未満と
判定した場合には、前記シートの先端部が前記湾曲経路に至るまで、前記第１ローラ機構
及び前記第２ローラ機構の回転速度を大きい状態で維持するように設定する、請求項３又
は４に記載の印刷装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、用紙の両面に画像を印刷する印刷装置が存在する。例えば、インクジェット
方式の印刷装置では、用紙の一方の面にインクを吐出して画像を印刷した後、用紙の表裏
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を反転させて、用紙の他方の面にインクを吐出して画像を印刷する。
【０００３】
　このような、上述の印刷装置において、両面記録（又は両面印刷ともいう）を行う場合
に、記録媒体の第１面の端部に印刷されたインク量に応じて、第２面の印刷を開始するま
での待機時間を変更するインクジェット記録装置が知られている（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３４９７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のインクジェット記録装置であっても、両面印刷を実行するときに
かかる時間を短縮する観点から、未だ改善の余地があった。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためのもので、両面印刷を実行するときにかかる時間を
短縮することができる、印刷装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記従来の課題を解決するために、本発明に係る印刷装置は、シートを搬送するシート
搬送機構と、前記シート搬送機構によって搬送方向に搬送されるシートにインクを吐出し
て画像を印刷する印刷手段と、印刷ジョブに基づいて前記印刷手段及びシート搬送機構を
制御するコントローラと、を備え、前記シート搬送機構は、前記印刷手段の前記シートの
搬送方向下流側に位置する第１ローラ機構を備え、前記第１ローラ機構に前記搬送方向に
搬送され、且つ、前記印刷手段によって画像が印刷されているシートが通過する第１搬送
路と、第１ローラ機構に前記搬送方向の逆方向に搬送されたシートが通過することで当該
シートの表裏が反転され、且つ、反転されたシートを前記第１搬送路に戻すための第２搬
送路と、が形成されており、前記コントローラは、前記第１搬送路内を前記搬送方向に沿
って搬送される前記シートの第１面に、前記印刷手段によって画像を印刷する第１印刷処
理と、前記第１印刷処理後に、前記第１ローラ機構により前記逆方向に搬送される前記シ
ートを前記第２搬送路を介して前記第１搬送路へ戻すスイッチバック処理と、前記第１搬
送路内に戻され前記搬送方向に沿って搬送される前記シートの第２面に、前記印刷手段に
よって画像を印刷する第２印刷処理と、前記シートにおける前記逆方向の先端を含む先端
部に前記第１印刷処理中に吐出されたインク量が、第１閾値以上であるか否かを判定する
第１インク量判定処理と、前記第１インク量判定処理により、前記先端部のインク量が前
記第１閾値未満と判定した場合には、前記第１閾値以上と判定した場合よりも、前記スイ
ッチバック処理時の前記第１ローラ機構の回転速度を大きく設定するスイッチバック設定
処理と、を実行する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る印刷装置によれば、シートの第１面を印刷後、第１ローラ機構の回転速度
を大きくすることにより、シートの第２面の印刷実行をより早くすることができ、両面印
刷を実行するときにかかる時間を短縮することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本実施の形態１に係る印刷装置の概略構成を示す模式図である。
【図２】図２は、図１に示す印刷装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、本実施の形態１に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の手順
を示すフローチャートである。
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【図４】図４は、図３に示すスイッチバック設定処理の一例を示すフローチャートである
。
【図５】図５は、本実施の形態１における変形例１の印刷装置の概略構成を示す模式図で
ある。
【図６】図６は、本実施の形態２に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の手順
を示すフローチャートである。
【図７】図７は、本実施の形態３に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の手順
を示すフローチャートである。
【図８】図８は、本実施の形態４に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の手順
を示すフローチャートである。
【図９】図９は、図８に示す第２面印刷設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、本実施の形態５に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の
手順を示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、本実施の形態６に係る印刷装置のコントローラが実行する各処理の
手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施の形態の具体例について図面を参照して説明する。なお、全ての図面におい
て、同一又は相当部分には同一符号を付し、重複する説明は省略する。また、全ての図面
において、本発明を説明するために必要となる構成要素を抜粋して図示しており、その他
の構成要素については図示を省略している場合がある。さらに、本発明は以下の実施の形
態に限定されない。
【００１１】
　（実施の形態１）
　［印刷装置の構成］
　図１は、本実施の形態１に係る印刷装置１の概略構成を示す模式図である。なお、図１
において、印刷装置１における上下及び前後方向を図における上下及び前後方向として表
している。
【００１２】
　図１に示すように、本実施の形態１に係る印刷装置１は、キャリッジ４１及びノズル孔
からインクを吐出する印刷ヘッド４２等を有する印刷機構１１、及びシート搬送機構９０
を備えている。シート搬送機構９０は、当該シート搬送機構９０内に形成されるシート搬
送路２５に沿ってシート８１を搬送する。印刷機構１１が、シート搬送機構９０に搬送さ
れたシート８１にインクを吐出することにより、画像がシート８１に印刷される。
【００１３】
　また、シート搬送機構９０は、給紙トレイ２１、排出トレイ２２、プラテン２３を備え
ている。給紙トレイ２１の上方には、板状のプラテン２３が配置されている。プラテン２
３の更に上方には、印刷機構１１が配置されている。また、プラテン２３の前方には、排
出トレイ２２が配置されている。
【００１４】
　シート搬送機構９０における給紙トレイ２１の後部には、シート搬送路２５が形成され
ている。シート搬送路２５は、供給路５０、第１搬送路５１、第２搬送路５２、及びエン
ドパス５３から構成されている。
【００１５】
　供給路５０は、給紙トレイ２１の後部から、後述する搬送ローラ機構３１まで至る経路
であり、上方、かつ、前方に向かって湾曲するように形成されている。第１搬送路５１は
、搬送ローラ機構３１から、後述するスイッチバックローラ機構（第１ローラ機構）３４
まで至る経路であり、プラテン２３と印刷機構１１との間の空間に沿って、形成されてい
る。また、エンドパス５３は、スイッチバックローラ機構３４の終点から排出トレイ２２
まで至る経路である。
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【００１６】
　第２搬送路５２は、第１搬送路５１の下方に形成される経路である。第２搬送路５２は
、印刷装置１の前方側に位置する直線状経路５２ａと、後方側に位置する湾曲経路５２ｂ
と、から構成されている。直線状経路５２ａは、下方に傾斜するように形成されていて、
その先端部は第１搬送路５１の終端部と接続されていて、その終端部は、湾曲経路５２ｂ
の先端部と接続されている。湾曲経路５２ｂは、後方、かつ、上方に向かって湾曲するよ
うに形成されていて、その終端部は供給路５０の途中に接続されている。
【００１７】
　また、シート搬送機構９０は、給紙ローラ機構３０、搬送ローラ機構３１、両面用搬送
ローラ機構（第２ローラ機構）３２、排出ローラ機構３３、スイッチバックローラ機構３
４、及びスイッチバックフラップ３５を備えている。
【００１８】
　具体的には、給紙ローラ機構３０は、給紙トレイ２１の直上に配置されていて、給紙ト
レイ２１内のシート８１をシート搬送路２５へ搬送するように構成されている。
【００１９】
　搬送ローラ機構３１は、搬送ローラ３１ａ及びピンチローラ３１ｂから構成されている
。搬送ローラ３１ａ及びピンチローラ３１ｂは、給紙ローラ機構３０によってシート搬送
路２５に搬送されたシート８１を、上下から挟み込む。なお、搬送ローラ機構３１の搬送
ローラ３１ａには、該搬送ローラ３１ａと同軸的にロータリーエンコーダ６１が配置され
ている。
【００２０】
　排出ローラ機構３３は、排出ローラ３３ａ及び拍車ローラ３３ｂから構成されていて、
第１搬送路５１の印刷機構１１よりもシート８１の搬送方向（印刷装置１の後方から前方
側への方向）下流側に配置されている。排出ローラ３３ａ及び拍車ローラ３３ｂは、搬送
ローラ機構３１によって第１搬送路５１を搬送されるシート８１を、上下から挟み込む。
【００２１】
　スイッチバックローラ機構３４は、スイッチバックローラ３４ａ及び拍車ローラ３４ｂ
から構成されている。スイッチバックローラ３４ａ及び拍車ローラ３４ｂは、排出ローラ
機構３３によって第１搬送路５１を搬送されるシート８１を、挟み込む。スイッチバック
ローラ機構３４は、排出トレイ２２に向けてシート８１を搬送するように構成されている
。このとき、スイッチバックローラ機構３４によって、シート８１は搬送方向に搬送され
る。
【００２２】
　また、スイッチバックローラ機構３４は、シート８１を第２搬送路５２に向けて搬送す
るように構成されている。このとき、スイッチバックローラ機構３４によって、シート８
１は搬送方向とは逆の逆搬送方向（印刷装置１前方側から後方側への方向）に搬送される
。
【００２３】
　スイッチバックフラップ３５は、第１搬送路５１の排出ローラ機構３３とスイッチバッ
クローラ機構３４との間に配置されていて、基端部３５ａを中心に上下方向に揺動するよ
うに構成されている。また、スイッチバックフラップ３５は、シート８１が、排出ローラ
機構３３からスイッチバックローラ機構３４へ向かって搬送されるシート８１によって、
上方に持ち上げられる。そして、当該シート８１の搬送方向後端が、排出ローラ機構３３
よりも搬送方向下流側に位置すると、自重により下方に傾斜する。
【００２４】
　なお、本実施の形態１においては、上述の逆搬送方向は、上述の搬送方向（０°）に対
して、完全に逆の方向（１８０°又は－１８０°）でなくてもよく、逆方向の成分（例え
ば、－１７０°、－１６０°、１７０°、又は１６０°等）を有していればよい。
【００２５】
　両面用搬送ローラ機構３２は、両面用搬送ローラ３２ａ及びピンチローラ３２ｂから構
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成されていて、第２搬送路５２（正確には、直線状経路５２ａ）に配置されている。両面
用搬送ローラ３２ａ及びピンチローラ３２ｂは、スイッチバックローラ機構３４によって
第２搬送路５２に搬送されたシート８１を、挟み込む。
【００２６】
　さらに、シート搬送機構９０は、レジストセンサ６０及びロータリーエンコーダ用セン
サ６２を備える。レジストセンサ６０は、シート搬送路２５の供給路５０における搬送ロ
ーラ機構３１の直前（上流側近傍）に配置されている。レジストセンサ６０は、当該レジ
ストセンサ６０が配置されている位置にシート８１が位置することに応じて、印刷装置１
が備える後述のコントローラ１００に検出信号を出力するように構成されている。
【００２７】
　ロータリーエンコーダ６１近傍には、ロータリーエンコーダ用センサ６２が配置されて
いる。ロータリーエンコーダ用センサ６２は、搬送ローラ３１ａの回転に応じてパルス状
の信号を出力し、このパルス状の信号を後述のコントローラ１００に出力するように構成
されている。
【００２８】
　次に、図２を参照しながら、印刷装置１のその他の構成について、説明する。
【００２９】
　図２は、図１に示す印刷装置１の機能的構成を示すブロック図である。
【００３０】
　図２に示すように、印刷装置１が備えるコントローラ１００は、第１基板及び第２基板
を備えていて、第１基板にはＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ１０３、及びＥＥＰＲ
ＯＭ１０４が実装され、第２基板にはＡＳＩＣ１０５が実装されている。第１基板及び第
２基板の間は、バスにより接続されている。ＡＳＩＣ１０５には、モータドライバＩＣ１
０６、１０７と、ヘッドドライバＩＣ１０８と、レジストセンサ６０と、ロータリーエン
コーダ用センサ６２と、が接続されている。
【００３１】
　ＣＰＵ１０１は、ＰＣから印刷ジョブの入力を受け付けると、ＲＯＭ１０２に記憶され
たプログラムに基づいて印刷ジョブ実行の指令をＡＳＩＣ１０５へ出力する。ＡＳＩＣ１
０５は、この指令に基づいて各ドライバを駆動する。
【００３２】
　ＲＡＭ１０３は、各種のデータを一時的に記憶するためのメモリである。ＲＡＭ１０３
には、シート８１の一方の面（以下、第１面という）に印刷機構１１によって画像を印刷
するときに、印刷ヘッド４２から吐出されたインク量が印字幅ごとに記憶される。
【００３３】
　モータドライバＩＣ１０６は、搬送モータ７０を駆動する。搬送モータ７０は駆動され
ることで、給紙ローラ機構３０、搬送ローラ機構３１、両面用搬送ローラ機構３２、排出
ローラ機構３３、及びスイッチバックローラ機構３４を動作させる。
【００３４】
　なお、本実施の形態１では、一つの搬送モータ７０が駆動することにより、給紙ローラ
機構３０、搬送ローラ機構３１、両面用搬送ローラ機構３２、排出ローラ機構３３、及び
スイッチバックローラ機構３４が作動する形態だが、これに限定されない。例えば、複数
のモータによって、各ローラ機構が作動する形態でもよい。
【００３５】
　また、モータドライバＩＣ１０７は、キャリッジモータ７１を駆動する。キャリッジモ
ータ７１は駆動されることで、キャリッジ４１を主走査方向に沿って移動させる。ヘッド
ドライバＩＣ１０８は、印刷ヘッド４２を駆動する。インクは、駆動される印刷ヘッド４
２のノズル孔から、吐出される。
【００３６】
　また、コントローラ１００には、レジストセンサ６０、及びロータリーエンコーダ用セ
ンサ６２が出力した信号が入力される。コントローラ１００は、入力されたこれらの信号
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に基づき、上記各ドライバＩＣ１０６～１０８を駆動する、印刷処理を実行する。コント
ローラ１００が印刷処理を実行することで、シート８１に画像が印刷される。
【００３７】
　［印刷装置の動作］
　次に、本実施の形態１に係る印刷装置１の動作について、図１～図４を参照しながら、
説明する。なお、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コ
ントローラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み
出して実行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、
コントローラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の
各処理を実行する。
【００３８】
　図３は、本実施の形態１に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の手
順を示すフローチャートである。図４は、図３に示すスイッチバック設定処理を示すフロ
ーチャートである。以下、図３及び図４のフローチャートに記載されている、コントロー
ラ１００が実行する各処理を総称して、第１両面印刷処理とする。
【００３９】
　まず、コントローラ１００が、例えば、外部装置からシート８１の第１面及び当該第１
面とは反対の面である第２面の両面に画像を印刷する印刷ジョブを受け付けたとする。す
ると、コントローラ１００は、第１両面印刷処理の実行を開始する。
【００４０】
　具体的には、コントローラ１００は、図３に示すように、受け付けた印刷ジョブに従っ
てシート８１の第１面に対する第１面印刷処理を開始する（ステップＳ１１）。
【００４１】
　具体的には、第１面印刷処理において、コントローラ１００は、給紙処理、搬送処理、
及び吐出処理を実行する。コントローラ１００は、給紙処理の実行後、搬送処理及び吐出
処理と、を繰り返す。
【００４２】
　コントローラ１００は、給紙処理では、モータドライバＩＣ１０６を介して、搬送モー
タ７０を駆動して、給紙ローラ機構３０を作動させる。コントローラ１００が給紙処理を
実行することで、給紙トレイ２１内のシート８１が、給紙ローラ機構３０によって、シー
ト搬送路２５の供給路５０に搬送される。さらに、供給路５０に供給されたシート８１は
、給紙ローラ機構３０によって搬送ローラ機構３１にまで搬送される。
【００４３】
　コントローラ１００は、給紙処理を実行している間に、レジストセンサ６０から出力さ
れる信号に基づいて、シート８１が、搬送ローラ機構３１に到達したことを検出すると、
給紙処理を終了するとともに、搬送処理を実行する。搬送処理では、コントローラ１００
は、モータドライバＩＣ１０６を介して、搬送モータ７０を駆動して、搬送ローラ機構３
１、排出ローラ機構３３、及びスイッチバックローラ機構３４を所定時間だけ作動させる
。コントローラ１００が搬送処理を実行することで、搬送ローラ機構３１に到達したシー
ト８１が、所定の長さ分だけ、搬送方向に搬送されて停止する。
【００４４】
　コントローラ１００は、搬送処理を終了するとともに、吐出処理を実行する。吐出処理
では、コントローラ１００は、モータドライバＩＣ１０７を介して、キャリッジモータ７
１を駆動させて、キャリッジ４１を、主走査方向へ移動させる。そして、キャリッジ４１
が移動する間に、コントローラ１００は、ヘッドドライバＩＣ１０８を介して、印刷ヘッ
ド４２からインクを吐出させる。
【００４５】
　コントローラ１００は、搬送処理及び吐出処理を、繰り返し実行することによって、シ
ート８１に画像が印刷される。以下、コントローラ１００は、１枚のシート８１に対して
繰り返し実行する搬送処理及び吐出処理を印刷処理と称する。
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【００４６】
　また、コントローラ１００は、第１面印刷処理における印刷処理を実行している間に印
刷ヘッド４２が吐出したインク量をＲＡＭ１０３に記憶する（ステップＳ１２）。
【００４７】
　次に、コントローラ１００は、シート８１の第１面印刷処理が終了する（ステップＳ１
３でＹｅｓ）と、スイッチバック設定処理を実行する（ステップＳ１４）。ここで、図４
を参照しながら、スイッチバック設定処理について説明する。
【００４８】
　図４に示すように、コントローラ１００は、第１面印刷処理を実行中にＲＡＭ１０３に
記憶したインク量情報を基に、シート８１における先端部のインク量が第１閾値未満であ
るか否かを判定する（ステップＳ１０１）。ここで、シート８１における先端部とは、シ
ート８１の逆搬送方向における先端（図１において、後方側に位置するシート８１の端）
から所定の範囲の長さ（例えば、２～５ｍｍ）にわたる部分をいう。また、第１閾値は、
予め実験等で設定されるものであり、例えば、当該第１閾値に対応する量のインクが、シ
ート８１における先端部に着弾して、当該先端部の剛性が所定剛性値以下になる範囲のイ
ンク量に対応する。なお、シート８１の先端部が所定剛性値以下になると、シート８１の
先端部が物体（例えば、両面用搬送ローラ機構３２、湾曲経路５２ｂの一部を形成する部
材、又は搬送ローラ機構３１）と当接した時に、シート８１の先端部において、折れ曲が
りが生じ、いわゆるシートジャムが発生してしまう。つまり、シート８１のシートジャム
の発生を抑制するという観点から、第１閾値が設定される。
【００４９】
　コントローラ１００は、シート８１における先端部のインク量が第１閾値未満であると
判定した場合（ステップＳ１０１でＹｅｓ）には、スイッチバック処理を実行するときの
スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第１所定値になるように、搬送モータ７０の
回転速度を設定する（ステップＳ１０２）。そして、コントローラ１００はスイッチバッ
ク設定処理を終了する。
【００５０】
　ここで、第１所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１における先端
部のインク量が第１閾値以上である場合のスイッチバックローラ機構３４の回転速度より
も大きくなるように設定される。例えば、第１所定値は、１０ｉｐｓ（ｉｎｃｈ　ｐｅｒ
　ｓｅｃｏｎｄ）、１１ｉｐｓ、１２ｉｐｓ、１３ｉｐｓ、又は１４ｉｐｓであってもよ
い。
【００５１】
　一方、コントローラ１００は、シート８１における先端部のインク量が第１閾値以上で
ある場合（ステップＳ１０１でＮｏ）には、スイッチバック処理を実行するときのスイッ
チバックローラ機構３４の回転速度が第２所定値になるように、搬送モータ７０の回転速
度を設定する（ステップＳ１０３）。そしてコントローラ１００は、スイッチバック設定
処理を終了する。
【００５２】
　ここで、第２所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１における先端
部のインク量が第１閾値未満である場合のスイッチバックローラ機構３４の回転速度より
も小さい範囲で任意に設定される。例えば、第２所定値は、シート８１における先端部の
インク量が第１閾値以上である場合に、シート８１の先端部が物体と当接したときに、当
該部分が折れ曲がってしまうことを抑制する範囲で任意に設定される。例えば、第２所定
値は、５ｉｐｓ（ｉｎｃｈ　ｐｅｒ　ｓｅｃｏｎｄ）、６ｉｐｓ、７ｉｐｓ、又は８ｉｐ
ｓであってもよい。
【００５３】
　次に、図３に示すように、コントローラ１００は、スイッチバック処理を実行する（ス
テップＳ１５）。具体的には、コントローラ１００は、スイッチバック処理において、ス
テップＳ１４で設定した回転速度で、スイッチバックローラ機構３４が回転するように、
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モータドライバＩＣ１０６を介して、搬送モータ７０を駆動させる。コントローラ１００
がスイッチバック処理を実行することで、シート８１が、スイッチバックローラ機構３４
とスイッチバックフラップ３５とによって、逆搬送方向にシート８１が搬送される。
【００５４】
　これにより、シート８１は、第２搬送路５２の直線状経路５２ａを通過して、湾曲経路
５２ｂに至る。湾曲経路５２ｂから供給路５０を通過するときに、シート８１は反転して
、シート８１の第１面が下方に面し、シート８１の他方の面（以下、第２面）が上方に面
する。
【００５５】
　コントローラ１００は、レジストセンサ６０から出力される信号に基づいて、供給路５
０を通過するシート８１の先端部が搬送ローラ機構３１に到達したことを検出すると、シ
ート８１の第２面印刷処理を実行する（ステップＳ１６）。第２面印刷処理は、第１面印
刷処理における、印刷処理と同様の処理である。そして、コントローラ１００は、本第１
両面印刷処理を終了する。
【００５６】
　このように構成された、本実施の形態１に係る印刷装置１では、シート８１における先
端部のインク量が、第１閾値未満である場合には、スイッチバックローラ機構３４の回転
速度を大きくすることにより、シート８１を迅速に第１搬送路５１へ搬送することができ
る。このため、シート８１の第２面の印刷実行を早期に開始することができ、従来の印刷
装置に比して、両面印刷を実行するときにかかる時間を短縮することができる。
【００５７】
　また、本実施の形態１に係る印刷装置１では、シート８１における先端部のインク量が
、第１閾値以上である場合には、スイッチバックローラ機構３４の回転速度を小さくする
ことにより、シート８１の先端部が物体（例えば両面用搬送ローラ機構３２、湾曲経路５
２ｂの一部を形成する部材、又は搬送ローラ機構３１）等と当接するときに、当該部分が
折れ曲がる等の不具合の発生を抑制することができる。
【００５８】
　［変形例１］
　次に、本実施の形態１に係る印刷装置１の変形例について説明する。
【００５９】
　［印刷装置の構成］
　図５は、本実施の形態１における変形例１の印刷装置１の概略構成を示す模式図である
。
【００６０】
　図５に示すように、本変形例１の印刷装置１は、実施の形態１に係る印刷装置１と基本
的構成は同じであるが、以下の２点で異なる。１つ目は、スイッチバックローラ機構３４
を備えておらず、代わりに排出ローラ機構３３（第１ローラ機構）が実施の形態１に係る
スイッチバックローラ機構３４の機能を兼用している点である。２つ目は、両面用搬送ロ
ーラ機構３２が第２搬送路５２の湾曲経路５２ｂに配置されている点である。
【００６１】
　そして、これにより、本変形例１の印刷装置１では、搬送ローラ機構３１（第２ローラ
機構）と排出ローラ機構３３との間の部分の経路が、第１搬送路５１と、第２搬送路５２
の直線状経路５２ａとの両方の機能を兼用している。
【００６２】
　このように構成された、本変形例１の印刷装置１であっても、実施の形態１に係る印刷
装置１と同様の作用効果を奏する。
【００６３】
　（実施の形態２）
　［印刷装置の動作］
　図６は、本実施の形態２に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の手
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順を示すフローチャートである。なお、本実施の形態２に係る印刷装置１の構成は、実施
の形態１に係る印刷装置１と同様の構成であるため、構成の詳細な説明は省略する。
【００６４】
　また、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コントロー
ラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み出して実
行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、コントロ
ーラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の各処理を
実行する。
【００６５】
　本実施の形態２に係る印刷装置１の動作は、実施の形態１に係る印刷装置１の動作と基
本的には同様に実行されるが、スイッチバック設定処理の動作が異なる。以下、図６を参
照しながら、説明する。
【００６６】
　図６に示すように、本実施の形態２に係る印刷装置１では、ステップＳ１０３に代えて
、ステップＳ１０３Ａに示す処理が実行される。具体的には、コントローラ１００は、シ
ート８１における先端部のインク量が第１閾値以上であると判定した場合（ステップＳ１
０１でＮｏ）には、ステップＳ１０３Ａに示す処理を実行する。ステップＳ１０３Ａにお
いて、コントローラ１００は、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第１所定値に
なるように、搬送モータ７０の回転速度を設定し、シート８１の先端が両面用搬送ローラ
機構３２に至るまでに、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第２所定値にまで減
速するように、搬送モータ７０の回転速度を設定する。
【００６７】
　例えば、コントローラ１００は、搬送モータ７０の駆動を開始してから所定時間が経過
するまでは、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第１所定値になるように、搬送
モータ７０の回転速度を設定してもよい。そしてコントローラ１００は、第１所定時間が
経過すると、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第２所定値にまで減速するよう
に、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。
【００６８】
　ここで、第１所定時間は、予め実験等で設定することができる。例えば、スイッチバッ
クローラ機構３４の回転速度が第２所定値になるように、搬送モータ７０を駆動したとき
に、シート８１の先端部が両面用搬送ローラ機構３２に至るまでにかかる時間よりも短い
時間で、任意に設定することができる。
【００６９】
　また、例えば、第２搬送路５２の両面用搬送ローラ機構３２よりも上流側の部分に、シ
ート８１の先端が位置したことに応じて、コントローラ１００に検出信号を出力する位置
センサを配置してもよい。この場合、コントローラ１００は、当該位置センサから検出信
号が出力されるまでは、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第１所定値になるよ
うに、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。また、コントローラ１００は、当該
位置センサから検出信号が出力されたことに応じて、スイッチバックローラ機構３４の回
転速度が第２所定値にまで減速するように、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい
。
【００７０】
　このように構成された、本実施の形態２に係る印刷装置１であっても、実施の形態１に
係る印刷装置１と同様の作用効果を奏する。
【００７１】
　また、本実施の形態２に係る印刷装置１では、シート８１における先端部のインク量が
第１閾値以上である場合であっても、シート８１の先端部が、両面用搬送ローラ機構３２
に至るまでは、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が、実施の形態１に係る印刷装
置１に比して、大きくなるように設定されている。
【００７２】
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　このため、本実施の形態２に係る印刷装置１では、実施の形態１に係る印刷装置１に比
して、シート８１を迅速に第１搬送路５１へ搬送することができる。このため、シート８
１の第２面の印刷実行を早期に開始することができ、実施の形態１に係る印刷装置１に比
して、両面印刷を実行するときにかかる時間を短縮することができる。
【００７３】
　（実施の形態３）
　［印刷装置の動作］
　図７は、本実施の形態３に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の手
順を示すフローチャートである。なお、本実施の形態３に係る印刷装置１の構成は、実施
の形態１に係る印刷装置１と同様の構成であるため、構成の詳細な説明は省略する。
【００７４】
　また、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コントロー
ラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み出して実
行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、コントロ
ーラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の各処理を
実行する。
【００７５】
　本実施の形態３に係る印刷装置１の動作は、実施の形態１に係る印刷装置１の動作と基
本的には同様に実行されるが、スイッチバック設定処理の動作が異なる。以下、図７を参
照しながら、説明する。
【００７６】
　図７に示すように、コントローラ１００は、第１印刷処理を実行中にＲＡＭ１０３に記
憶したインク量を基に、シート８１における先端部のインク量が第１閾値未満であるか否
かを判定する（ステップＳ２０１）。
【００７７】
　コントローラ１００は、シート８１における先端部のインク量が第１閾値未満であると
判定した場合（ステップＳ２０１でＹｅｓ）には、ステップＳ２０２に示す処理を実行す
る。一方、コントローラ１００は、シート８１における先端部のインク量が第１閾値以上
であると判定した場合（ステップＳ２０１でＮｏ）には、ステップＳ２０５に示す処理を
実行する。なお、ステップＳ２０５に示す処理については、後述する。
【００７８】
　ステップＳ２０２では、コントローラ１００は、第１印刷処理を実行中にＲＡＭ１０３
に記憶したインク量を基に、シート８１における中間部のインク量が第２閾値未満である
か否かを判定する。
【００７９】
　ここで、シート８１における中間部とは、シート８１の先端部から搬送方向の逆方向に
おける下流側の部分（領域）であって、先端部の下流端から湾曲経路５２ｂの長さにわた
る部分をいう。また、第２閾値は、予め実験等で設定されるものであり、例えば、当該第
２閾値に対応する量のインクが、シート８１における中間部に着弾して、当該中間部の剛
性が所定剛性値以下になる範囲のインク量に対応する。なお、シート８１の中間部が所定
剛性値以下になると、シート８１の中間部が、シート８１の中間部が湾曲経路５２ｂに至
ったときに、当該部分が折れ曲がる等の不具合を生じ、いわゆるシートジャムが発生して
しまう。つまり、シート８１のシートジャムの発生を抑制するという観点から、第２閾値
が設定される。
【００８０】
　コントローラ１００は、シート８１における中間部のインク量が、第２閾値未満である
と判定した場合（ステップＳ２０２でＹｅｓ）には、スイッチバックローラ機構３４の回
転速度を第１所定値になるように設定する（ステップＳ２０３）。ついで、コントローラ
１００は、両面用搬送ローラ機構３２の回転速度が第３所定値になるように設定し（ステ
ップＳ２０４）、スイッチバック設定処理を終了する。
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【００８１】
　ここで、第３所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１の先端部が両
面用搬送ローラ機構３２に至った後の両面用搬送ローラ機構３２の回転速度よりも大きく
なるように設定される。例えば、第３所定値は、１０ｉｐｓ、１１ｉｐｓ、１２ｉｐｓ、
１３ｉｐｓ、又は１４ｉｐｓであってもよい。なお、第３所定値は、上述した第１所定値
と同じ値になってもよく、異なる値になってもよい。
【００８２】
　なお、コントローラ１００は、ステップＳ２０３とステップＳ２０４の順を入れ替えて
実行してもよく、また、ステップＳ２０３とステップＳ２０４を同時に実行してもよい。
【００８３】
　一方、コントローラ１００は、シート８１における中間部のインク量が、第２閾値以上
であると判定した場合（ステップＳ２０２でＮｏ）には、ステップＳ２０５に示す処理を
実行する。コントローラ１００は、ステップＳ２０５において、スイッチバックローラ機
構３４の回転速度が第１所定値になるように設定し、シート８１の先端が両面用搬送ロー
ラ機構３２に至るまでに、スイッチバックローラ機構３４の回転速度が第２所定値にまで
減速するように設定する。
【００８４】
　次に、コントローラ１００は、両面用搬送ローラ機構３２の回転速度が第３所定値にな
るように設定し、シート８１の先端部が両面用搬送ローラ機構３２に至るまでに、両面用
搬送ローラ機構３２の回転速度が第４所定値にまで減速するように設定する（ステップＳ
２０６）。そしてコントローラ１００は、スイッチバック設定処理を終了する。
【００８５】
　ここで、第４所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１における中間
部のインク量が第２閾値未満である場合のスイッチバックローラ機構３４の回転速度より
も小さい範囲で任意に設定される。例えば、第４所定値は、シート８１の中間部のインク
量が第２閾値以上である場合に、シート８１の中間部が湾曲経路５２ｂに至ったときに、
当該部分が折れ曲がる等の不具合を生じない範囲で任意に設定される。具体的には、第４
所定値は、５ｉｐｓ、６ｉｐｓ、７ｉｐｓ、又は８ｉｐｓであってもよい。なお、第４所
定値は、上述した第２所定値と同じ値になってもよく、異なる値になってもよい。
【００８６】
　なお、コントローラ１００は、ステップＳ２０５とステップＳ２０６の順を入れ替えて
実行してもよく、また、ステップＳ２０５とステップＳ２０６を同時に実行してもよい。
【００８７】
　このように構成された、本実施の形態３に係る印刷装置１であっても、実施の形態１又
は２に係る印刷装置１と同様の作用効果を奏する。
【００８８】
　また、本実施の形態３に係る印刷装置１では、シート８１における中間部のインク量が
第２閾値未満である場合には、両面用搬送ローラ機構３２の回転速度を大きくすることに
より、シート８１を迅速に第１搬送路５１へ搬送することができる。
【００８９】
　このため、シート８１の第２面の印刷実行を早期に開始することができ、従来の印刷装
置に比して、両面印刷を実行するときにかかる時間を短縮することができる。
【００９０】
　また、本実施の形態３に係る印刷装置１では、シート８１における中間部のインク量が
、第２閾値以上である場合には、両面用搬送ローラ機構３２の回転速度を小さくすること
により、シート８１の中間部が湾曲経路５２ｂに至ったときに、当該部分が折れ曲がる等
の不具合の発生を抑制することができる。
【００９１】
　（実施の形態４）
　［印刷装置の動作］
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　図８は、本実施の形態４に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の手
順を示すフローチャートである。図９は、図８に示す第２面印刷設定処理の一例を示すフ
ローチャートである。なお、本実施の形態４に係る印刷装置１の構成は、実施の形態１に
係る印刷装置１と同様の構成であるため、構成の詳細な説明は省略する。
【００９２】
　また、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コントロー
ラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み出して実
行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、コントロ
ーラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の各処理を
実行する。
【００９３】
　図８に示すように、本実施の形態４に係る印刷装置１の動作は、実施の形態１に係る印
刷装置１と基本的動作は同じであるが、コントローラ１００が、スイッチバック処理を実
行した（ステップＳ１５）後に、第２面印刷設定処理（ステップＳ１５Ａ）を実行する点
が異なる。以下、図９を参照しながら、第２面印刷設定処理について、説明する。
【００９４】
　図９に示すように、コントローラ１００は、シート８１の第１面における搬送ローラ機
構３１と接触する部分である接触部分のインク量が、閾値Ａ未満であるか否かを判定する
（ステップＳ３０１）。ここで、閾値Ａは、予め実験等で設定されるものであり、例えば
、当該閾値Ａに対応する量のインクがシート８１の接触部分が搬送ローラ機構３１と当接
したときに、当該部分がしわになる等の不具合を抑制することができる範囲のインク量に
対応する。
【００９５】
　コントローラ１００は、シート８１の第１面における接触部分のインク量が、閾値Ａ未
満であると判定した場合（ステップＳ３０１でＹｅｓ）には、シート８１の第２面を印刷
するときの搬送ローラ機構３１の回転速度が第５所定値となるように、搬送モータ７０の
回転速度を設定する（ステップＳ３０２）。そしてコントローラ１００は、第２面印刷設
定処理を終了する。
【００９６】
　ここで、第５所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１の第１面にお
ける接触部分のインク量が閾値Ａ以上である場合の搬送ローラ機構３１の回転速度よりも
大きくなるように設定される。例えば、第５所定値は、１０ｉｐｓ、１１ｉｐｓ、１２ｉ
ｐｓ、１３ｉｐｓ、又は１４ｉｐｓであってもよい。
【００９７】
　一方、コントローラ１００は、シート８１の第１面における接触部分のインク量が、閾
値Ａ未満である場合（ステップＳ３０１でＹｅｓ）には、シート８１の第２面を印刷する
ときの搬送ローラ機構３１の回転速度が第６所定値となるように、搬送モータ７０の回転
速度を設定し（ステップＳ３０３）、第２面印刷設定処理を終了する。
【００９８】
　ここで、第６所定値は、予め実験等で設定されるものであり、シート８１の第１面にお
ける接触部分のインク量が閾値Ａ未満である場合の搬送ローラ機構３１の回転速度よりも
小さい範囲で任意に設定される。例えば、第６所定値は、シート８１の第１面における接
触部分のインク量が閾値Ａ以上である場合に、シート８１の接触部分が搬送ローラ機構３
１と当接したときに、当該部分がしわになる等の不具合を生じない範囲で任意に設定され
る。例えば、第６所定値は、５ｉｐｓ、６ｉｐｓ、７ｉｐｓ、又は８ｉｐｓであってもよ
い。
【００９９】
　そして、図８に示すように、コントローラ１００は、第２面印刷設定処理（ステップＳ
１５Ａ）で設定した回転速度で、搬送ローラ機構３１が駆動するように、モータドライバ
ＩＣ１０６を介して、搬送モータ７０を駆動させて、第２面の印刷処理を実行する（ステ
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ップＳ１６）。
【０１００】
　このように構成された、本実施の形態４に係る印刷装置１では、シート８１の第１面に
おける接触部分のインク量が、閾値Ａ未満である場合には、搬送ローラ機構３１の回転速
度を大きくすることにより、従来の印刷装置に比して、シート８１の第２面の印刷を迅速
に実行することができる。
【０１０１】
　また、本実施の形態４に係る印刷装置１では、シート８１の第１面における接触部分の
インク量が、閾値Ａ以上である場合には、搬送ローラ機構３１の回転速度を小さくするこ
とにより、シート８１の接触部分が搬送ローラ機構３１と当接したときに、当該部分がし
わになる等の不具合の発生を抑制することができる。
【０１０２】
　（実施の形態５）
　［印刷装置の動作］
　図１０は、本実施の形態５に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の
手順を示すフローチャートである。なお、本実施の形態５に係る印刷装置１の構成は、実
施の形態１に係る印刷装置１と同様の構成であるため、構成の詳細な説明は省略する。
【０１０３】
　また、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コントロー
ラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み出して実
行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、コントロ
ーラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の各処理を
実行する。
【０１０４】
　本実施の形態５に係る印刷装置１の動作は、実施の形態４に係る印刷装置１の動作と基
本的には同様に実行されるが、第２面印刷設定処理の動作が異なる。以下、図１０を参照
しながら、説明する。
【０１０５】
　図１０に示すように、本実施の形態５に係る印刷装置１では、ステップＳ３０３に代え
て、ステップＳ３０３Ａに示す処理が実行される。具体的には、コントローラ１００は、
シート８１の第１面における接触部分のインク量が、閾値Ａ以上であると判定した場合（
ステップＳ３０１でＮｏ）には、搬送ローラ機構３１の回転速度が第６所定値になるよう
に、搬送モータ７０の回転速度を設定する。
【０１０６】
　そして、コントローラ１００は、シート８１の第２面の前端（シート８１の搬送方向に
おける第２面の先端）が排出ローラ機構３３に至ると、搬送ローラ機構３１の回転速度が
第６所定値より大きくなるように（例えば、第５所定値となるように）、搬送モータ７０
の回転速度を設定する。
【０１０７】
　具体的には、例えば、コントローラ１００は、搬送モータ７０の駆動を開始してから第
２所定時間が経過するまでは、搬送ローラ機構３１の回転速度が第６所定値になるように
、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。そして、コントローラ１００は、第２所
定時間が経過すると、搬送ローラ機構３１の回転速度が第６所定値より大きくなるように
、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。
【０１０８】
　ここで、第２所定時間は、予め実験等で設定することができる。例えば、搬送ローラ機
構３１の回転速度が第６所定値になるように、搬送モータ７０を駆動したときに、シート
８１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至るまでにかかる時間以上の時間としてもよ
い。
【０１０９】
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　このように構成された、本実施の形態５に係る印刷装置１であっても、実施の形態４に
係る印刷装置１と同様の作用効果を奏する。
【０１１０】
　また、本実施の形態５に係る印刷装置１では、シート８１の第１面における接触部分の
インク量が、閾値Ａ以上である場合であっても、シート８１の第２面の前端が排出ローラ
機構３３に至ると、搬送ローラ機構３１の回転速度が、実施の形態４に係る印刷装置１に
比して、大きくなるように設定されている。
【０１１１】
　このため、本実施の形態５に係る印刷装置１では、実施の形態４に係る印刷装置１に比
して、シート８１の第２面の印刷処理を迅速に実行することができ、実施の形態４に係る
印刷装置１に比して、両面印刷を実行するときにかかる時間を短縮することができる。
【０１１２】
　（実施の形態６）
　［印刷装置の動作］
　図１１は、本実施の形態６に係る印刷装置１のコントローラ１００が実行する各処理の
手順を示すフローチャートである。なお、本実施の形態６に係る印刷装置１の構成は、実
施の形態１に係る印刷装置１と同様の構成であるため、構成の詳細な説明は省略する。
【０１１３】
　また、以下の動作は、コントローラ１００（特に、ＣＰＵ１０１）が、当該コントロー
ラ１００が印刷ジョブを受け付けると、あるプログラムをＲＯＭ１０２から読み出して実
行することで実現される。コントローラ１００が上記プログラムを実行すると、コントロ
ーラ１００は各ドライバＩＣ１０６～１０８等を駆動することで、印刷処理等の各処理を
実行する。
【０１１４】
　本実施の形態６に係る印刷装置１の動作は、実施の形態４に係る印刷装置１の動作と基
本的には同様に実行されるが、第２面印刷設定処理の動作が異なる。以下、図１１を参照
しながら、説明する。
【０１１５】
　図１１に示すように、コントローラ１００は、シート８１の第１面における搬送ローラ
機構３１と接触する部分である接触部分のインク量が、閾値Ａ未満であるか否かを判定す
る（ステップＳ４０１）。
【０１１６】
　コントローラ１００は、シート８１の第１面における接触部分のインク量が、閾値Ａ未
満であると判定した場合（ステップＳ４０１でＹｅｓ）には、搬送ローラ機構３１の回転
速度が第５所定値となるように設定する（ステップＳ４０２）。
【０１１７】
　次に、コントローラ１００は、排出ローラ機構３３の回転速度を第５所定値に設定し、
シート８１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至り、且つ、シート８１の第２面の後
端が搬送ローラ機構３１を通過すると、ステップＳ４０３に示す処理を実行する。コント
ローラ１００は、ステップＳ４０３において、排出ローラ機構３３の回転速度が第５所定
値より大きくなるように（以下、第７所定値という）設定する。
【０１１８】
　具体的には、例えば、コントローラ１００は、搬送モータ７０の駆動を開始してから第
３所定時間が経過するまでは、排出ローラ機構３３の回転速度が第５所定値になるように
、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。そして、コントローラ１００は、第３所
定時間が経過すると、排出ローラ機構３３の回転速度が第７所定値となるように、搬送モ
ータ７０の回転速度を設定してもよい。
【０１１９】
　ここで、第３所定時間は、予め実験等で設定することができる。例えば、排出ローラ機
構３３の回転速度が第５所定値になるように、搬送モータ７０を駆動したときに、シート
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８１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至り、且つ、シート８１の第２面の後端が搬
送ローラ機構３１を通過するまでにかかる時間以上の時間としてもよい。
【０１２０】
　なお、第７所定値は、例えば、スイッチバック処理を実行するときの排出ローラ機構３
３の回転速度の絶対値よりも大きく設定してもよい。また第７所定値は、第１所定値の絶
対値よりも大きく設定してもよく、第３所定値の絶対値よりも大きく設定してもよい。第
７所定値としては、例えば、２０ｉｐｓ、２２ｉｐｓ、２５ｉｐｓ、又は２７ｉｐｓであ
ってもよい。
【０１２１】
　一方、コントローラ１００は、シート８１の第１面における接触部分のインク量が、閾
値Ａ以上であると判定した場合（ステップＳ４０１でＮｏ）には、搬送ローラ機構３１の
回転速度が第６所定値になるように設定する。そして、コントローラ１００は、シート８
１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至ると、搬送ローラ機構３１の回転速度が第６
所定値より大きくなるように設定する（ステップＳ４０４）。
【０１２２】
　次に、コントローラ１００は、排出ローラ機構３３の回転速度を第６所定値に設定し、
シート８１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至り、且つ、シート８１の第２面の後
端が搬送ローラ機構３１を通過すると、ステップＳ４０５に示す処理を実行する。コント
ローラ１００は、ステップＳ４０５において、排出ローラ機構３３の回転速度が第６所定
値より大きくなるように（以下、第８所定値という）設定する。
【０１２３】
　具体的には、例えば、コントローラ１００は、搬送モータ７０の駆動を開始してから第
４所定時間が経過するまでは、排出ローラ機構３３の回転速度が第６所定値になるように
、搬送モータ７０の回転速度を設定してもよい。そしてコントローラ１００は、第４所定
時間が経過すると、排出ローラ機構３３の回転速度が第８所定値となるように、搬送モー
タ７０の回転速度を設定してもよい。
【０１２４】
　ここで、第４所定時間は、予め実験等で設定することができる。例えば、排出ローラ機
構３３の回転速度が第６所定値になるように、搬送モータ７０を駆動したときに、シート
８１の第２面の前端が排出ローラ機構３３に至り、且つ、シート８１の第２面の後端が搬
送ローラ機構３１を通過するまでにかかる時間以上の時間としてもよい。
【０１２５】
　なお、第８所定値は、例えば、スイッチバック処理を実行するときの排出ローラ機構３
３の回転速度の絶対値よりも大きく設定してもよい。また、第８所定値は、第１所定値～
第４所定値のいずれかの所定値の絶対値よりも大きく設定してもよい。第８所定値として
は、例えば、２０ｉｐｓ、２２ｉｐｓ、２５ｉｐｓ、又は２７ｉｐｓであってもよい。
【０１２６】
　このように構成された、本実施の形態６に係る印刷装置１であっても、実施の形態４に
係る印刷装置１と同様の作用効果を奏する。
【０１２７】
　また、本実施の形態６に係る印刷装置１では、シート８１の第１面における接触部分の
インク量が、閾値Ａ以上である場合であっても、シート８１の第２面の前端が排出ローラ
機構３３に至ると、搬送ローラ機構３１の回転速度が、実施の形態４に係る印刷装置１に
比して、大きくなるように設定されている。
【０１２８】
　このため、本実施の形態６に係る印刷装置１では、実施の形態４に係る印刷装置１に比
して、シート８１の第２面の印刷処理を迅速に実行することができ、実施の形態４に係る
印刷装置１に比して、両面印刷を実行するときにかかる時間を短縮することができる。
【０１２９】
　さらに、本実施の形態６に係る印刷装置１では、シート８１の第２面の前端が排出ロー
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、排出ローラ機構３３の回転速度が大きくなるように設定されている。
【０１３０】
　このため、本実施の形態６に係る印刷装置１では、シート８１の第２面の印刷処理を迅
速に実行することができ、両面印刷を実行するときにかかる時間をより短縮することがで
きる。
【０１３１】
　上記説明から、当業者にとっては、本発明の多くの改良や他の実施形態が明らかである
。したがって、上記説明は、例示としてのみ解釈されるべきであり、本発明を実行する最
良の態様を当業者に教示する目的で提供されたものである。本発明の要旨を逸脱すること
なく、その構造及び／又は機能の詳細を実質的に変更できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　印刷装置
　１１　印刷機構
　２５　シート搬送路
　３０　給紙ローラ機構
　３１　搬送ローラ機構
　３２　両面用搬送ローラ機構
　３３　排出ローラ機構
　３４　スイッチバックローラ機構
　４１　キャリッジ
　４２　印刷ヘッド
　５０　供給路
　５１　第１搬送路
　５２　第２搬送路
　５２ａ　直線状経路
　５２ｂ　湾曲経路
　９０　シート搬送機構
　１００　コントローラ
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＯＭ
　１０３　ＲＡＭ
　１０４　ＥＥＰＲＯＭ
　１０５　ＡＳＩＣ
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